
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　諸収入)

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

事業番号 14 03 07 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 高等学校奨学金等貸与事業費 担
当
課

施策の総合的展開

H24 H25

282

特別会計繰出金

国庫返還金

管理経費

部局 教育委員会事務局

７-１　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

E-mail koko@pref.nagano.lg.jp

100%

【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 県内の高等学校定時制課程若しくは通信制課程に在学している者又は学校
教育法第54条第３項に規定する広域の通信制課程に在学し、かつ、県内に
住所を有する者を対象
高等学校定時制課程及び通信制課程修学奨励金貸与規程

目指す姿

現状

課・室 高校教育課

＜参考＞
総合５か年
計画

プロジェクト  

S49 ～５　すべての子どもの学びを保障する支援 実施期間

　向学心を有しながら、経済的理由により修学が困難である、高等学校等の在学者の修学の奨励及び通学費等の負担の軽減を図るため、
奨学金等を貸与し、安心して学業を継続することができるようにする。

勤労青少年の高等学校定時制課程及び通信制課程への修学を促進するため修学奨励金を貸与

県が関与
する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　

6,384 7,560修学奨励金の貸与 8,568

事業内容

定時制・通信制課程修学奨励金

（当初） （決算）

地域改善対策進学奨励費補助金の国庫返還金

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績
（当初）

勤労青少年の高等学校定時制課程及び通信制課程への修学を促進するため、貸与要件に該当した申請者に修学奨励金を貸与する。

187

合計 42,651 18,793

直接

直接

直接

24年度

直接

成果目標の達成状況

21,308

11,946

高等学校等奨学資金貸付金特別会計繰出金 22,293 1,610

Ｈ２４
項目

成果 達成状況

21,308

11,508 10,517

1,615

9,362

達成

旅費、コピー使用料、奨学金管理システム賃借料

現況
（見込）

100%

25年度

H25
目標目標

282

100% 100% 100%
定時制課程
貸与者

当初予算 63,872 42,651予
算
額

前年度繰越

27,106

8,348

63,746

18,862

6,513

-36,766 -23,789

45,416

38,903 21,821

達成

-18,330

合計（A)

44,944 26,599 18,793

補正予算

10,514 11,946

100% 100%100%
通信制課程
貸与者

21,308

概　算
人件費

0.10 0.10 0.10 0.10

832

22,134

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

現行どおり、予算の範囲内で継続して事業を実施

目標に対
する成果
の状況

勤労青少年の高等学校定時制課程及び通信制課程への修学を促進するため、貸与要件に該当した申請者全員に修学奨励金を貸与し
た。

 概算事業費（B（A）+C） 45,776 27,425 19,619

826 826 826

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度

Aの
財源

5,285


	点検（様式３）

